
共同募金へのご支援に関するお願い 

 

平素より、共同募金運動に格別のご理解とご協力を賜り、心より御礼申し上げます。 

このたびは、北海道共同募金会において、一職員による不祥事案が発生し、共同募

金を信頼し、ご支援くださっている皆さまに、多大なるご心配をおかけする事態とな

りました。 

共同募金会は、都道府県ごとに独立した団体として運営されております。皆さまか

らお寄せいただいた寄付金は、愛知県内の福祉活動のために活用され、他県の会計や

運営と混在することは一切ございません。 

また、愛知県共同募金会、及び当会（豊明市共同募金委員会）においても、出納業

務は適正に実施されており、不適正な事項は一切ございません。 

つきましては、北海道共同募金会における不祥事案への対応について、下記のとお

りご説明申し上げますとともに、引き続き地域福祉のため、共同募金へご支援を賜ります

よう、心よりお願い申し上げます。 

 

記 

１．北海道共同募金会における不祥事案への対応と全国での点検状況 

○ 都府県共同募金会における出納業務適正実施のための全国緊急一斉点検の実施 

中央共同募金会では、本事案を受けて全国の都府県共同募金会を対象に経理事

務体制の一斉点検を実施し、その結果を公表しました。 

その結果、愛知県共同募金会を含む都府県共同募金会において、使途不明金に

つながる事案は確認されませんでした。 

中央共同募金会では、今回の全国緊急一斉点検の結果もふまえ、再発防止に向

けた点検の場を設け、今後の更なる点検・チェックのあり方なども含めた再発防

止策をとりまとめることとされております。 

 

○ 北海道共同募金会における改善防止策 

北海道共同募金会では、所轄庁による特別監査をふまえた「指導事項改善報告

書」、及び「再発防止策」を公表し、信頼回復に向け取り組みが進められておりま

す。 

 

２．共同募金の使いみちについて 

○ 共同募金は地域の身近な福祉活動を支えています 

共同募金は、地域で活動する多くの団体の継続に欠かせない財源です。共同募

金がなくなると、児童養護施設等の子ども達の就職・進学支援金、災害時の被災

地支援、地域の子どもたち、高齢者、障がいのある人々、生活に困窮する人々、

孤独・孤立の状況にある人々の支援など、身近な地域の福祉活動が立ち行かなく

なってしまいます。皆さまからのご寄付は、確実に「地域を支える身近な福祉活



動」に役立てられています。 

【豊明市における共同募金の主な活用事業】 

◆認知症高齢者等の賠償責任保険：思わぬ事故による賠償に備えた保険への加入 

◆障がいのある方の外出支援・歯科検診：外出の機会づくりと歯科検診の実施 

◆おもちゃ図書館・子ども食堂への支援：子どもたちが安心できる居場所づくり 

◆車いす専用車・車いすの貸出：車いすのまま乗れる専用車や車いすの貸出 

◆友愛訪問・敬老見舞：地域の高齢の方への訪問と敬老のお見舞い 

◆ボランティアセンターの運営：ボランティアグループの育成支援 

◆障害児（者）クリスマス会：障がいのある方とそのご家族を対象に開催 

 

○ 大規模災害時には被災地支援にも活用されています 

都道府県の共同募金会では、大規模な災害が起こった場合に備えて、募金の一部

を積み立てています。きわめて大規模な災害の場合は、県域を超えて被災県のた

めに拠出が行われます。 

共同募金は、平常時の地域福祉活動を支えるだけでなく、大規模災害時には被災

地の災害ボランティアセンターの設置・運営などにも活用されます。 

皆様のご支援が、県域を越えて被災地の復旧・復興を支える力となっています。 

愛知県共同募金会からの主な拠出状況は以下のとおりです。 

・令和６年能登半島地震（石川県・富山県）  

愛知県からの拠出額：2,153 万円（全国：約 3億 7千万円） 

・令和７年８月豪雨水害、令和２年７月豪雨災害、平成 28 年熊本地震（熊本県） 

愛知県からの拠出額：計 2,057 万円（全国：約 3億 6千万円） 

 

３．皆さまへ 変わらぬご支援のお願い 

愛知県共同募金会、及び当会（豊明市共同募金委員会）は、これまで以上に透明性の

高い運営を徹底し、皆さまから信頼いただける共同募金運動を進めてまいります。 

共同募金は、「平常時は地域の福祉を支え、災害時には被災地を支える」大切なしくみ

です。 

つきましては、地域福祉のため、そして未来の安心のために、引き続き共同募金へのご

支援を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。 

 

 

令和８年１０月２３日 

豊明市共同募金委員会 

 


